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人口１６５６人 

（男）８３５人 

（女）８２１人 

 世帯数 

   ６２６世帯 

  ( R3.5.1現在) 

No173 

2021.6.1 

令和３年 

東野こども園入園式（４月７日） 

東野小学校入学式（４月８日） 

東
野
こ
ど
も
園
六
名
、
東
野
小
学
校 

十
六
名
の
新
し
い
友
達
が
で
き
ま
し
た 
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地
域
を
知
る
・
東
野
を
知
る 

国
内
で
は
現
在
、
都
会
に
人

口
が
集
ま
っ
て
、
地
方
を
中
心

に
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
地
域
社
会
が
徐
々
に
元
気

が
な
く
な
り
、
課
題
や
問
題
に

住
民
た
ち
が
考
え
対
応
し
て
い

く
力
が
弱
く
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
愛
着
や
誇
り
な

ど
、
ふ
る
さ
と
に
対
す
る
意
識

が
薄
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
中
で
、
今
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
大
切
に
し
な

が
ら
地
域
づ
く
り
に
と
り
く
む

べ
き
な
の
か
。
そ
の
た
め
に
、

い
か
に
地
域
資
産
を
見
つ
け
出

し
、
活
用
し
て
い
く
べ
き
な
の

か
。
真
剣
に
考
え
な
く
て
は
な

ら
な
い
時
期
に
来
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
「
広
報
ひ
が
し
の
」
の

本
紙
面
は
、
地
域
の
歴
史
に
活

性
化
の
手
が
か
り
を
求
め
、
情

報
発
信
を
す
る
も
の
で
す
。 

 

歴
史
の
一
コ
マ
を
掘
り
起
こ

す
こ
と
で
、
祖
先
の
地
域
に
対

す
る
思
い
に
触
れ
、
地
域
の
未

来
を
探
る
手
掛
か
り
に
し
て
い

き
た
い
。 

 

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
、
記

事
の
編
集
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

「ふるさと東野」の勉強会が始まります 

 
 

 

市
民
三
学
東
野
委
員
会 

 

こ
の
委
員
会
は
、
子
ど
も
も
大
人
も
、
と
も
に

学
び
、
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
あ
え
る
ま
ち
を
目

指
し
て
勉
強
会
や
研
修
会
を
計
画
、
実
施
す
る
委

員
会
で
す
。 

 

 

四
月
二
十
二
日
、
有
識
者
と
各
会
か
ら
の
代
表

者
を
委
員
と
す
る
十
三
人
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ

て
初
回
の
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
互
選
に

よ
り
伊
藤
顕
氏
が
委
員
長
に
、
足
立
伊
公
子
氏
が

副
委
員
長
に
、
丸
山
文
憲
氏
が
監
査
に
選
出
さ

れ
、
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
先
が
見
通
せ
な
い
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
年
間
計
画
を
話
し
合
い
ま
し
た
。 

 

伝
統
あ
る
こ
の
東
野
を
学
ぶ
に
は
、
や
は
り
歴

史
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
を
通
し
て
先
人
の
故
郷
へ

の
思
い
に
触
れ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま

し
た
。 

 

勉
強
会
と
し
て
は
、
十
一
月
と
二
月
に
「
東
野

ア
ー
カ
イ
ブ
ス
」
を
教
材
と
し
て
、
東
野
の
昔
を

勉
強
し
、
九
月
に
は
東
野
の
史
跡
巡
り
を
計
画
し

ま
し
た
。 

 

勉
強
会
を
計
画
、
準
備

す
る
た
め
に
四
回
の
定
例

委
員
会
を
実
施
す
る
こ
と

も
決
め
ま
し
た
。 

 

計
画
通
り
実
施
で
き
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

遺跡が語る大昔の「東野」 
中
の
島
遺
跡
（
な
か
の
し
ま
い
せ
き
） 

 

飯
沼
川
と
阿
木
川
に

は
さ
ま
れ
た
と
こ
ろ

で
、
約
二
十
ア
ー
ル
ぐ

ら
い
の
土
地
に
、
縄
文

土
器
の
か
け
ら
が
出
土

し
ま
す
。
他
に
も
や
じ

り
、
石
お
の
、
石
の
ぼ

う
な
ど
も
見
つ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
米
作
り
を

始
め
て
か
ら
使
っ
た
と

い
う
弥
生
式
土
器
の
か
け
ら
、
み
が
き
の
か
か
っ
た
石
お
の
、
石
の
剣

も
出
土
し
、
そ
の
上
、
古
墳
を
作
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
使
っ
た
土
器

も
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
昔
こ
の
辺
り
に
住
ん
で
い

た
人
た
ち
は
、
阿
木
川
や
飯
沼
川
で
魚
を
獲
っ
た
り
、
近
く
の
山
で
ウ

サ
ギ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
獣
を
獲
っ
た
り
し
て
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
獲
物
の
肉
は
食
用
に
、
骨
は
い
ろ
い
ろ
な
道

具
に
、
皮
は
着
物
に
利
用
し
て
い
ま
し
た
。 

 

や
が
て
米
作
り
の
技
術
が
伝
わ
っ
て
く
る
と
、
人
々
は
沼
や
川
の
近

く
に
米
を
作
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
こ
ろ
の
人
々

は
、
今
の
よ
う
な
道
具
も
持
っ
て
い
な
い
し
、
肥
料
も
知
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
米
を
作
る
に
は
、
水
の
あ
る
と
こ
ろ
で
よ
く
肥
え
た
土
地

を
探
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
条
件
に
あ
っ

た
の
が
中
の
島
だ
っ
た
の
で
す
。 

 

ま
た
、
右
の
図
に
あ
る
よ
う
に
、
東
野
各
地
に
遺
跡
が
点
在
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
ら
の
土
地
で
も
、
洪
水
に
あ
っ
た
り
、
鳥
獣
に
作
物
を
食

べ
ら
れ
た
り
し
な
が
ら
、
熱
心
に
米
作
り
に
励
ん
で
い
た
こ
と
が
想
像

で
き
ま
す
。 

（
「
私
た
ち
の
郷
土
・
東
野
の
昔
と
今
」
よ
り
） 

歴史で地域を強くする 

東野の遺跡 
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大
野
吾
遺
跡 

 
 

（
お
お
わ
ご
い
せ
き
） 

 

大
野
吾
遺
跡
は
、
平
成
二
年
十
一
月
に
完
成
し
た
阿
木
川

ダ
ム
に
よ
り
、
そ
の
湖
底
に
沈
ん
だ
遺
跡
で
す
。
ダ
ム
の
工

事
に
先
立
ち
昭
和
五
十
六
年
に
恵
那
市
教
育
委
員
会
に
よ
っ

て
発
掘
調
査
さ
れ
、
縄
文
時
代
や
古
墳
時
代
の
住
居
跡
が
検

出
さ
れ
る
な
ど
規
模
の
大
き
な
複
合
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
ま
し
た
。
恵
那
市
で
古
墳
時
代
の
住
居
跡
が
ま
と
ま
っ

て
出
土
し
た
の
は
こ
の
遺
跡
が
は
じ
め
て
で
、
当
時
の
歴
史

を
解
明
す
る
上
で
大
き
な
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。 

 

縄
文
時
代
で
は
、
住
居
跡
二
軒
と
集
石
炉
（
焼
石
を
利
用

し
て
食
物
を
蒸
し
焼
き
に
す
る
調
理
施
設
）
二
基
が
検
出
さ

れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
後
期
に
属
す
る
も
の
で
、
集
石
炉
は

こ
の
地
方
で
は
唯
一
の
検
出
例
で
す
。
こ
の
ほ
か
に
煮
沸
用

の
土
器
を
転
用
し
た
晩
期
の
カ
メ
棺
や
早
期
～
晩
期
の
土
器

が
豊
富
に
出
土
し
て
い
ま
す
。 

 

古
墳
時
代
で
は
、
六
世
紀
初
頭
か
ら
中
ご
ろ
の
住
居
跡
七

軒
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
住
居
跡
は
、
立
て
替
え
な
が
ら
六

十
年
ほ
ど
続
い
た
集
落
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
東
日
本
の
石
組
み
の
カ
マ
ド
と
関
東
系
の
土

器
が
出
土
し
て
お
り
、
東
日
本
の
影
響
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
近
畿
地
方
で
生
産
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
須
恵
器
も

多
く
出
土
し
て
お
り
、
東

西
両
方
の
影
響
を
強
く
受

け
た
独
自
の
文
化
を
も
っ

て
い
た
と
推
定
さ
れ
ま

す
。
特
に
、
一
号
住
居
跡

で
は
、
土
師
器
や
須
恵
器

が
当
時
使
わ
れ
て
い
た
そ

の
ま
ま
の
状
態
で
ま
と

ま
っ
て
見
つ
か
り
、
当
時

の
生
活
の
様
子
を
知
る
貴

重
な
資
料
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

 

染
戸
遺
跡
（
し
み
ど
い
せ
き
） 

 

東
野
の
耕
地

整
理
の
折
に
縄

文
の
遺
跡
が
発

見

さ

れ

ま

し

た
。
発
見
さ
れ

た
と
こ
ろ
の
地

名
に
ち
な
ん
で

染
戸
遺
跡
と
呼

ば

れ

て

い

ま

す
。
平
成
元
年
五
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
発
掘
調

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
い
く
つ
か
の

住
居
跡
（
竪
穴
住
居
）
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。 

 

住
居
の
中
の
造
り
は
中
央
に
炉
が
あ
り
、
そ
の

周
り
に
居
住
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
質
素
な
も
の
で
し

た
。
普
通
そ
の
当
時
の
炉
は
石
で
囲
っ
て
作
っ
て

あ
る
も
の
で
す
が
、
染
戸
遺
跡
の
炉
に
は
深
鉢
が

使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
炉
に
使
わ
れ
て
い
た
深

鉢
の
文
様
に
は
、
東
日
本
の
特
徴
を
も
つ
も
の

と
、
西
日
本
の
特
徴
を
も
つ
も
の
が
使
わ
れ
て
い

ま
し
た
。 

 

東
日
本
系
の
土
器
の
文
様
は
、
縄
文
の
文
様
を

地
と
し
て
粘
土
ひ
も
を
波
の
よ
う
に
張
り
付
け
て

大
変
派
手
な
文
様
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
西

日
本
系
の
土
器
で
す
が
、
時
期
は
東
日
本
系
の
土

器
と
ほ
ぼ
同
じ
こ
ろ
で
す
。
文
様
は
単
純
で
シ
ン

プ
ル
で
す
。
こ
の
二
種
類
の
深
鉢
が
住
居
跡
の
炉

と
し
て
一
緒
に
使
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。 

 

こ
の
こ
と
は
、
当
地
で
東
の
文
化
と
西
の
文
化

が
同
時
に
共
存
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
て
、

当
地
が
東
西
文
化
の
交
流
点
で
あ
っ
た
こ
と
を
表
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
郷
土
の
文
化
は
、
決
し
て
単

独
で
発
展
し
た
の
で
は
な
く
、
太
古
の
縄
文
の
昔
よ

り
驚
く
ほ
ど
広
範
囲
の
人
々
と
交
流
し
て
発
展
し
て

き
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

住
居 

 

古
墳
時
代
の
竪
穴
住
居
は
、
住
居
の
地
面
の
形

が
丸
か
ら
四
角
に
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
弥
生
時

代
に
は
家
の
中
心
に
あ
っ
た
炉
が
、
古
墳
時
代
に

は
家
の
端
の
ほ
う
に
造
ら
れ
、
カ
メ
な
ど
を
か
け

る
た
め
の
カ
マ
ド
と
い
う
も
の
を
つ
く
り
ま
し

た
。
カ
マ
ド
は
住
居
の
壁
に
彫
り
込
ん
で
造

ら
れ
、
粘
土
や
赤
土
で
焚
口
と
煙
道
を
作

り
、
煙
を
家
の
外
に
出
し
ま
し
た
。 

米
の
調
理
方
法 

 

弥
生
時

代
に
な
る

と
古
代
人

も
私
た
ち

と
同
じ
よ

う

に
、
米

に
水
を
加

え
て
玄
米

を
炊
い
て

い
た
と
考

え
ら
れ
ま

す

が
、
古

墳
時
代
に

は
、
カ

マ

ド
の
強
い
火
で
「
こ
し
き
」
と
し
た
に
水
を
入
れ

た
カ
メ
を
使
っ
て
、
赤
飯
や
お
こ
わ
の
よ
う
に
お

米
を
蒸
し
て
食
べ
て
い
ま
し
た
。
土
器
の
に
お
い

が
つ
か
な
く
、
お
い
し
い
ご
は
ん
に
な
り
ま
し

た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
ふ
る
さ
と
学
習
読
本
よ
り
） 

古墳時代の人々の暮らし 

東野は大昔から東西の人と文化の交流点 

絵：宮崎光雄氏 

大野吾資料館 

染戸遺跡 
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自治会名 自治会長名 体育推進員  福祉協力員 女性代表 環境委員 

小野川 光岡 則昌 光岡 則昌 光岡 則昌 光岡 秀樹 

光岡 直子 
（小野川） 

光岡 則昌 光岡 和美 光岡 則昌 

上浜井場 三浦 泰子 三浦 泰子 三浦 泰子 伊藤 全孝 三浦 泰子 篠原佳代子 三浦 泰子 

下浜井場 田口 佳子 田口 佳子 籠橋 茂昭 籠橋 茂昭 西尾 泰彦 渡辺 峰子 田口 佳子 

中辻 兼松 好道 兼松 好道 若尾 亮聴 足立 一夫 伊藤 節子
（下辻） 

兼松 好道 兼松まゆみ 兼松 好道 

下辻 和田 義樹 和田 義樹 依馬 博文 堀江 佳徳 和田 義樹 藤井 雅子 和田 義樹 

白坂 佐々 豪治 佐々 豪治 佐伯 藤枝 千藤 昭彦 西尾 美子 佐々 昌子 佐々 豪治 

北万場 伊藤 倫永 伊藤 倫永 太田 正昭 伊藤 隆司 三宅 智子 
（北万場） 

伊藤 倫永 伊藤 友紀 伊藤 倫永 

南万場 土方 利克 土方 利克 夏目 克彦 夏目 克彦 土方 利克 西尾 栄子 土方 利克 

井の下 古山 栄一 古山 栄一 光岡 雅康 山口 貴弘 足立 純子 
（小麦田） 

光岡香代子 伊藤 日美 古山 栄一 

小麦田 長谷川勝美 足立 聡史 伊藤 善章 足立 勝彦 田口 理恵 依馬 秋江 長谷川勝美 

北中切 足立 尋和 可知真優子 足立 幸夫 長谷川清香
（南中切） 

足立 尋和 伊藤 歩 足立 尋和 

南中切 内木 義則 内木 義則 長谷川雅一 内木 義則 内木 律子 足立 和義 

向島 鈴木 義文 鈴木 義文 市川 晴久 市川 隆弘 

岡本 祥子 
（下沢） 

渡辺 成道 市川 美貴 鈴木 義文 

下沢 西尾 猛 西尾 猛 千藤 基恭 岡本 和久 西尾 猛 西尾 晶子 岡本 和久 

中島 渡辺 昭人 渡辺 昭人 西尾 真二 渡辺 秀幸 遠藤 亜里 西尾喜志子 渡辺 昭人 

南天王前 千藤 彰将 千藤 彰将 千藤 稔 伊藤 宮夫 渡辺美千代 
（北天王前） 

千藤 彰将 千藤 佳子 千藤 彰将 

北天王前 伊藤 仁 伊藤 通章 伊藤 和成 渡辺 静男 伊藤 仁 伊藤 浩美 伊藤 仁 

上染戸 古山 良人 古山 良人 千藤 智秀 渡辺 正寿 

古山 雅恵 
（上染戸） 

古山 良人 篠原 順子 古山 良人 

下染戸 渡辺 泰成 渡辺 泰成 古山 敦啓 千藤 進 渡辺 泰成  古山千鶴子 渡辺 泰成 

南大門 千藤 岳明 千藤 岳明 西尾 文昭 小林 正直 千藤 岳明 千藤佐保子 千藤 岳明 

上大門 鈴木 保 鈴木 保 市川 雅久 足立 明夫 

（上大門） 

丸山 年道 丸山 智子 鈴木 保 

下大門 鈴木 英明 鈴木 英明 鈴木 幸盛 林 源幸 桐山 智子 林 聡子 鈴木 英明 

宮の前 千藤 政夫 千藤 政夫 足立 元紀 渡辺 卓夫 山内 志保 
（北山） 

小泉恵美子 小泉恵美子 千藤 政夫 

北山 丸山 英治 丸山 英治 田口 忠 岡田 敏也 篠原 正幸 丸山 照美 丸山 英治 

大島 浩和 

伊藤 鋭次 

令和３年度 東野地区各種団体役員名簿  １年間、よろしくお願いいたします 

●
東
野
民
生
児
童
委
員 

〇
長
谷
川
和
利
・遠
藤
茂
樹 

 
 

松
本
広
英
・小
泉
恵
美
子 

●
東
野
主
任
児
童
委
員 

 
 

杉
本
成
美
・千
藤
佳
子 

 

●
消
防
団
第
３
分
団 

〇
分
団
長
・・・・千
藤
基
恭 

〇
副
分
団
長
・・
水
野
裕
介 

 

●
東
野
青
少
年
育
成
委
員
会 

〇
会
長
・・渡
辺
泰
成 

〇
市
青
少
年
育
成
推
進
員 

 
 

篠
原
佳
代
子
・
三
宅
勝
義 

 

●
東
野
体
育
協
会 

〇
会
長
・・・千
藤
富
久 

〇

・・土
方
利
克
・
足
立
幸
秀 

 

●
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ 

〇
会
長
・・・五
月
女
和
弘 

〇
副
会
長
・
足
立
聡
史
・深
津
純
子 

〇
子
ど
も
会
育
成
会 

 
 

 
 

代
表
・・伊
藤
浩 

 

●
こ
ど
も
園
育
友
会 

〇
会
長
・・・西
尾
綾
美 

〇
副
会
長
・土
方
紘
一
郎 

 

●
恵
那
東
中
第
９
支
部 

〇
支
部
長
・・・・丸
山
英
治 

〇
副
支
部
長
・・光
岡
祐
輔 

 

●
交
通
安
全
協
会
東
野
支
部 

〇
支
部
長
・・・・渡
辺
卓
夫 

〇
副
支
部
長
・・光
岡
秀
樹 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
本
和
久 

 
 

 
 

 
 （以

上
敬
称
略
） 

●
東
野
開
発
振
興
会 

〇
会
長
・・・岡
本
光
美 

 
 

〇

・西
尾
幸
男
・渡
辺
静
男 

〇
理
事
・･･

西
尾
泰
彦
・
足
立
正
史 

 
    

      
 

 
 

 

曽
我
昭
光
・土
方
博
美 

 
 

 
 

  
 

 
 

 

西
尾
猛
・千
藤
岳
明 

 
 

 
 

 
     

 
 
 
 

光
岡
伸
康 

〇
監
事
・･

・渡
辺
泰
成
・伊
藤
善
章 

 

●
東
野
自
治
連
合
会 

〇
会
長
・・・岡
本
光
美 

〇

・西
尾
幸
男
・渡
辺
静
男 

 

●
東
野
生
産
森
林
組
合 

〇
組
合
長
・
三
宅
一
彰 

 
 

〇

・伊
藤
和
平
・

鈴
木
義
文 

〇
理
事
・・ 

光
岡
秀
樹
・渡
辺
英
勝 

 
 

 
 

 
 

 

三
浦
貞
好
・土
方
正
和 

 
 

 
 

 
 

 

千
藤
秀
幸
・西
尾
克
彦 

 
 

 
 

 
 

 

鈴
木
英
明 

〇
監
事
・・・千
藤
智
秀
・林
基
憲 

 
 

 
 

      

渡
辺
昭
人 

 

●
壮
健
東
雲
連
合
会 

〇
会
長 

伊
藤
全
孝 

〇
副
会
長 

岡
本
光
美 

〇
婦
人
部
長 

長
谷
川
幸
子 

〇
書
記
・
会
計
・・・
長
谷
川
克
巳 

〇
監
査 

吉
村
義
夫
・伊
藤
節
子 

〇
第
一
東
雲
会
長 

伊
藤
全
孝 

〇
第
二
東
雲
会
長 

吉
村
義
夫 

〇
第
三
東
雲
会
長 

長
谷
川
誠
志 

〇
第
四
東
雲
会
長 

藤
川
千
行 

〇
第
五
東
雲
会
長 

岡
本
光
美 

〇
第
六
東
雲
会
長 

長
谷
川
克
巳 
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地
域
の
話
題 

令
和
三
年
度
も
東
野
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す 

 
 

 

東
野
で
は
平
成
十
九
年
十
一
月
二
日
に
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
て
以
来
十
四
年
間
、
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
の
は
、
左
の
表
の
よ

う
に
、
自
治
連
合
会
、
開
発
振
興
会
、
交

通
安
全
協
会
の
よ
う
な
地
域
の
諸
機
関
、

諸
団
体
の
皆
さ
ん
で
す
。 

 

下
の
写
真
の
東
野
生
産
森
林
組
合
の
軽

ワ
ゴ
ン
車
を
使
い
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い

ま
す
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
放
送
し
な
が
ら
小

中
学
生
の
下
校
時
刻
に
合
わ
せ
、
町
内
を

細
か
く
巡
回
し
て
い
ま
す
。 

 

今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

令和３年度 東野地域安全パトロール実施日 

 ４ ５ ６ 

  

23   

30   

 ７  

 14  

 21  

 28  

７ 

16 

 

 

 

 

 

 

９ 

 

３ 

10 

17 

24 

 

 

10 

 

 

 

 

 

１ 

８ 

11 

26 

 

 

 

 

 

 

12 

３ 

10 

17 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

14 

21 

28 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

４ 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

  ４   15    18  

東雲連合会   11   22    25  

  18   29     ４ 

  25    ５    11 

   ２   12    18 

消防団    ９   19     

 ８ 

27 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 

 
 

春
の
交
通
安
全
運
動 

 

春
の
交
通
安
全
週
間
が
四
月
六
日

か
ら
四
月
十
五
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ

て
交
通
安
全
を
意
識
す
る
大
切
な
取

り
組
み
で
す
。
初
日
の
四
月
六
日
に

は
東
野
の
交
差
点
で
人
波
作
戦
が
行

わ
れ
交
通
安
全
協
会
は
じ
め
各
種
団

体
の
方
々
四
十
名
ほ
ど
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。 

 

小
学
校
の
始
業
式
が
四
月
七
日
で

し
た
の
で
一
日
違
い
で
子
ど
も
た
ち

の
登
校
の
姿
が
み
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
年
度
も
無
事
故
で
登
下
校
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
。 

 
 
 

東
雲
連
合
会
総
会 

 

東
雲
連
合
会
の
令
和
三
年
度
の
総
会
が
四
月
十
八
日
（
日
）
に
東

野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
密
を
さ
け
る
た
め
支
部
役

員
の
出
席
の
み
で
開
催
さ
れ
、

各
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

各
会
員
に
は
自
治
会
内
に
回
覧

と
し
て
総
会
資
料
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
で
ま
だ
ど
う
な
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
事
業
計
画
と

し
て
は
例
年
通
り
花
壇
の
植
栽

を
中
心
に
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の

参
加
協
力
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。  

コロナ禍でのそれぞれのスタート 
東野開発振興会総会 

 ４月２７日、東野コミュニティセン

ターにて令和３年度の東野開発振興会の

総会が４０名余りの出席者を得て開

催されました。新型コロナウイルス

感染防止のため午後８時までと制限

する中で、活発な意見交換がなされ

ました。 

東野生産森林組合総会 

 ５月１日、開発振興会の総会と

同じく、時間制限のある中で、効

率的な提案がなさ

れ、出席者の協力

も得て、短時間で

終えることができ

ました。 

 青少年育成会議 

 青少年育成会議の主要な

行事の「ほたる祭り」が新

型コロナウイルス感染防止

のため中止となりました。

また、当面の会議やイベン

トも今のところ自粛する予

定です。 
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東
野
戦
没
者
慰
霊
祭 

 
四
月
三
日
、
満
開
を
迎
え
た
慰
霊
塔
の
桜
の

木
の
下
で
、
厳
か
に
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
開
会
の
言
葉
の
あ
と
黙
祷
を
さ
さ
げ
ら
れ

ま
し
た
。
続
い
て
、
岡
本
光
美
会
長
の
式
辞
の

あ
と
参
加
者
全

員

で

献

花

を

し
、
祖
国
の
た

め
に
戦
っ
た
英

霊
に
哀
悼
の
意

を

示

し

ま

し

た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
、
昨
年
同
様

人
数
を
絞
っ
て

の

開

催

で

し

た
。
。 

      金曜日16:00～17:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見守り、よろしくお願いします。 

４日 東野生産森林組合 

11日 東雲連合会 

18日 青少年育成会議 

25日 民生児童委員 

２日 公務員OB会 

９日 消防団 

16日 開発振興会 

地
域
の
話
題 

文
芸 

高
齢
者
叙
勲
の
紹
介 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

下
浜
井
場
自
治
会
の
吉
村
茂
夫
さ
ん
が
四
月
一
日
付
、
高
齢

者
叙
勲
で
瑞
宝
双
光
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
吉
村
さ
ん
は
教

育
一
筋
で
、
中
津
川
市
立
南
小
学
校
長
を
最
後
に
退
職
さ
れ
教

育
功
労
者
と
し
て
叙
勲
さ
れ
ま
し
た
。 

 

退
職
後
も
公
民
館
活
動
等
に
積
極
的
に
か
か
わ
り
地
域
の
文

化
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。  

 
 

愛
林
碑
祭
典 

 

例
年
四
月
の
初
め
に
行
わ
れ
る
愛
林
碑
の
祭

典
が
今
年
も
四
月
三
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

す
の
で
、
昨
年
と

同

様

に

来

賓

の

方
々
の
出
席
は
な

く
、
で
き
る
だ
け

少
人
数
で
密
を
避

け
て
行
わ
れ
、
東

野
の
美
林
に
感
謝

を
し
ま
し
た
。  

 

 

魚
供
養
碑 

 

皆
さ
ん
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
阿
木
川
ダ
ム
の
下
に
魚

を
供
養
す
る
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
五
月
五
日
に

は
、

東
釣
会

と
う
ち
ょ
う
か
い

の
会
員
が
集
ま
り
、
掃
除
を
し
て
か
ら
宮

司
さ
ん
に
祝
詞
を
あ
げ
て
い
た
だ
き
、
東
野
の
河
川
で
獲

れ
た
魚
や
山
野
で
獲
れ
た
鳥
獣
の
御
霊
を
鎮
め
て
い
ま

す
。 

 

東
釣
会
と
は
、
も
と
も
と
鮎
釣
り
の
仲
間
十
六
名
で
発

足
し
た
会
で
、
時
期
に
な
る
と
集
ま
っ
て
鮎
か
け
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
今
か
ら
三
十
三
年
前
、
阿
木
川
ダ
ム
が

で
き
る
の
を
機
に
、
殺
生
し
て
き
た
魚
の
霊
を
鎮
め
る
た

め
に
現
在
地
に
魚
の
形
を
し
た
石
を
祀
り
、
魚
供
養
碑
と

し
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
東
野
の
魚
や
鳥
獣
を
大
切
に
す
る

会
員
の
心
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

 
東
釣
会
は
、
当
初
は
十
六
名
で
発
足
し
ま
し
た
が
、
月

日
が
経
ち
会
員
の
高
齢
化
も
進
み
、
現
在
で
は
十
二
名
が

供
養
祭
に
参
加
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
代
表
者
は
、

天
王
前
の
伊
藤
宮
夫
さ
ん
で
す
。 

 

阿
木
川
ダ
ム
の
す
ぐ

下
、
山
本
用
水
の
取
り

入
れ
口
の
ち
ょ
う
ど
真

上
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
に

碑
が
あ
り
ま
す
。
数
台

の
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
の
で
、
お
近

く
に
お
越
し
の
折
に

は
、
ぜ
ひ
お
参
り
下
さ

い
。 

慰霊祭・愛林碑祭典・魚供養碑祭典 

 
 
 
 

 
 

花
無
山
句
会
自
選
句 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

令
和
三
年
四
月
二
十
三
日 

・
う
ら
ら
か
や
弁
財
天
へ
赤
き
橋 

 
 

 

市
川 

芳
子 

・
花
冷
え
に
た
め
ら
ふ
散
歩
老
い
の
足 

 

内
木
伊
都
子 

・
今
に
佳
し
山
柔
ら
か
く
風
光
る 

 
 

 

千
藤 

猛
司 

・
今
日
明
日
が
見
頃
の
一
人
静
か
な 

 
 

千
藤 

恵
三 
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コミセン利用団体の紹介 

 花無山句会以外にもスポーツ吹き矢、スキップ、太極拳こぶし会等、１０を超える団体がコミセンを利

用して活動してみえます。ぜひ、趣味の会や会議等、お気軽にご利用ください。 

 

 東野コミュニティセンターを利用される時も感染予防を徹底して

ください。 

（入館時） 検温、消毒（玄関に検温と消毒の機器があります） 

マスク着用（ご自身で準備してください）の徹底 

（館 内） 距離の確保、換気、大声等に気を付けてください。 

      （館内の感染防止の指針に従ってください。） 

感染状況によっては施設の利用を制限することがありま

す。  

 令和３年度の前期市民講座が５月よりスタートしました。東野コミュニティセンターでは、前号で紹介

したように９つの講座すべて開講することができました。 

 また、市民講座以外でも一般のサークルや趣味の団体の方々に利用されています。例えば花無山句会で

は、月２回定例会を開催し、季節にあった句を詠んでみえます。 

【紹介】 花無山句会（月２回実施） 

  

（代表者 千藤恵三さん 談） 

 平成１７年、鈴木先生亡きあと

は指導者のないまま続けてきまし

た。「みんなが先生、みんなが生

徒」です。年々会員の高齢化が進

み、新しい加入者もなく、先は不

透明です。「豆の花」で蒔かれた

種が消えていくのは残念です。 

 

昭
和
十
四
年
こ
ろ
「
豆
の
花

句
会
」
が
発
足
し
、
活
動
を
始

め
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
「
花
無

山
句
会
」
の
前
身
で
す
。 

 

戦
時
下
の
厳
し
い
社
会
情
勢

の
中
で
も
文
化
活
動
と
し
て
句

会
が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
昭
和
四
十
八
年
東

野
公
民
館
教
養
講
座
と
し
て
俳

句
科
目
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
に
鈴
木
抱
風
子
（
鈴
木
弘

道
）
さ
ん
を
迎
え
、
西
行
伝
説

に
ち
な
み
「
花
無
山
俳
句
会
」

と
し
て
活
動
が
続
け
ら
れ
ま
し

た
。 

 

昭
和
五
十
八
年
に
は
宗
久
寺

境
内
に
合
同
句
碑
「
只
管
花
鳥

巡
礼
」
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。 

 

昭
和
六
十
三
年
に
は
向
島
阿

弥
陀
ケ
根
麓
に
「
山
河
あ
り
」

の
句
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。 

 

平
成
初
年
ご
ろ
か
ら
公
民
館

講
座
か
ら
自
立
し
て
、
以
後
、

生
涯
学
習
団
体
「
花
無
山
句

会
」
と
し
て
、
月
二
回
の
句
会

を
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

会
場
は
、
東
野
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
す
。 

山河あり（向島阿弥陀ケ根麓） 只管花鳥巡礼（宗久寺） 
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発 行 

東
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

☎
二
六
ー
二
五
五
五 

東
野
地
域
自
治
区
運
営
協
議
会 

☎
二
六
ー
二
二
四
四 

 
 
 

 
 

 

転
入
職
員
紹
介 

 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

。 

〇
東
野
振
興
事
務
所 

 
 

 
 

 

所
長 

柄
澤 

史
枝 

 
 

 
 

 
 

 

（
元
気
プ
ラ
ザ
よ
り
） 

 

四
月
よ
り
東
野
振
興
事
務
所
で
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

〇
東
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

塾
長 

三
宅 

勝
義 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
恵
那
市
教
育
委
員
会
よ
り
） 

 

こ
の
四
月
よ
り
東
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
着
任
し
て
ま
だ
日
も
浅
い
で
す
が
、
多
く
の

方
々
に
お
会
い
し
ま
し
た
。
昔
か
ら
地
域
で
お
見
掛
け
す
る
顔
も

多
く
、
と
て
も
懐
か
し
く
身
近
に
感
じ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
れ

か
ら
も
気
軽
に
お
立
ち
よ
り
く
だ
さ
り
、
声
を
か
け
て
い
た
だ
け

れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

編
集
後
記 

 
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
た
め
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

が
縮
小
さ
れ
、
広
報
の
記
事
の
ネ
タ
に
も
困
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
今
回
は
年
度
当
初
の
発
刊
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
各
種

団
体
の
総
会
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
何
と
か
紙
面
も
埋
ま
り
、
皆

さ
ん
に
発
信
で
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
ま

す
ま
す
記
事
が
な
く
な
っ
て
き
そ
う
で
心
配
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。 

 

そ
こ
で
、
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
身
近

に
話
題
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

 

本
号
の
「
魚
供
養
碑
」
の
記
事
は
、
東
釣
会
代
表
者
の
伊
藤
宮

夫
さ
ん
の
情
報
で
記
事
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

今年度の乳幼児学級「東野すくすくクラブ」は5月から

始まっています。 

次回6/24（木）は、「子づれ防災」を予定していま

す。 

また、未就園児のお子さんの募集を随時行っていますの

で、お気軽にお声がけ下さい。 

★令和2年度、活動の様子 

3/25（木）一年間の記念に手形・足形をとりました。 

一生に一度の成長記録となりました。   

☆どの色に 

しようかな… 

☆
立
派
な
手
形
だ
ね 

☆みんな揃って 

💛はいポーズ 

***こんな本入りました*** 

     「とびだすこうじげんば」 

ページをめくるたびに、おやこの歓声が聞こえてきそ

う！いちど手に取ってみてください 

 

 

 

 

 

今季のテーマは…「断捨離・料理」 

新生活を始めるにあたって、参考にしてみてください 


